
『地域活性化研究』第25号　投稿規定
１．投稿資格
『地域活性化研究』（英語名：Regional Vitalization Research）は、地域活性化のために活動している人ならどなた
でも投稿できますが、内容は他誌に未発表のものに限ります。

２．原稿の審査
原稿の審査は岡崎大学懇話会「地域活性化研究編集委員会」が行い、採否を決定します。

３．執筆要項
⑴原稿はA4版で、パソコンで作成し、データとハードコピー各一部ずつ提出してください。本文のデータ形式は
「Word」で表などは「Excel」で作成してください。図、写真などは、本文Word に添付したうえで、別ファイル
に「JPEG」で保存し、一枚の図、写真が 1MBを超える解像度でお渡しください。上下左右の空きは、上 35㎜、
下 30㎜、左 30㎜、右 30㎜、本文は 42 字× 42 行＝ 1,764 字、フォント 11 ポイント、書体MS明朝で作成してく
ださい。
⑵第１ページのレイアウトは、掲載区分（11 ポイント）、タイトル（14 ポイント）、所属機関、氏名（12 ポイント）〔以
上 9行分〕、アブストラクト（要旨）6行分とし、それから本文とします。
⑶表題は簡潔で、その内容を十分に明らかに表現するものとしてください。原則として30字以内（英文15ワード以内）
とします。
⑷タイトルの上部欄外に英文タイトル、英文の氏名、英文の所属機関を必ず付けてください。
但し、英文の名前はGiven name（名）、FAMILY NAME（姓）順とします。
⑸原稿枚数はA4版 10 ページ程度といたします。タイトル、氏名（所属）、アブストラクト、図表、注も制限枚数
に含まれます。
⑹文章は口語体で作成し、章・節・項の見出しの数字は次のように統一します。
これ以外の見出しは用いないでください。

　　　　　１．２．３．・・・・・・・・・・章
　　　　　（１），（２），（３）・・・・・・節
　　　　　ａ），ｂ），ｃ）・・・・・・・・項

⑺参考にした文献は引用順に番号をつけて本文末にまとめて記載し、文中にはその番号を右肩上に示して文末の�
文献と対応させてください。
⑻参考文献は、原則として次の順序で記載してください。著者名（編・訳者名）、表題、出版社名、発行年、引用頁
数（○－○頁、欧文の場合 pp．○－○）。
単行本、雑誌の表題は、和漢語の場合は『　』の中に入れ、欧語の場合にはイタリック体としてください。
論文の題名は、和漢語の場合には、「　」の中に、欧語の場合には “　” の中に入れてください。

４．原稿の送付先
『地域活性化研究』の原稿は、以下の宛先へご送付ください。
〒 444-0015　愛知県岡崎市中町 1-8-4
岡崎大学懇話会事務局（岡崎女子大学・岡崎女子短期大学内）
担当：神谷　雅樹
TEL. 0564-22-1295（代表） FAX. 0564-28-3310
E-mail　 m_kamiya@okazaki.ac.jp

５．原稿の締切日
令和 8年 3月 27 日（金）までにご送付ください。

６．原稿の保管
著者は、CD等記録メディアのコピーをあらかじめ作成し、手元に保管しておいてください。

７．発刊予定
　　令和 8年 8月末
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～～～　編集後記　～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～
　「地域活性化研究」第 24 号をお届けいたします。本誌は、岡崎の 7大学で構成される岡
崎大学懇話会の研究誌であり、地域に根ざした学術的交流の成果を広く発信することを目
的として、毎年刊行されています。本号には、令和7年 3月開催の「第24回地域活性化フォー
ラム」における産学官共同研究の報告、令和 6年 11 月開催の「第 24 回学生フォーラム」
における学生の研究・活動の概要、さらに、公募による研究論文および研究ノートが収録
されております。なお、本年度からは産学官がより緊密な連携をとった共同研究も実施され
るようになり、地域活性化フォーラムの研究報告においてその成果を見ることもできます。
　本誌が岡崎市の活性化に寄与する一助となれば幸いです。最後となりましたが、ご支援
いただいた岡崎市ならびに「NPO法人 21 世紀を創る会・みかわ」の皆様のご協力と、各
構成大学の方々のご尽力に心より感謝申し上げます。

(菅原　太／人間環境大学　教授 )
～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～～

「地域活性化研究」第 24 号編集委員会（敬称略・順不同）

委員長　　人間環境大学　心理学部　犯罪心理学科　　　　　　　教授　　菅原　太
委　員　　岡崎女子大学　子ども教育学部子ども教育学科　　　　教授　　岸本　美紀
委　員　　愛知学泉短期大学　生活デザイン総合学科　　　　　　講師　　古橋　敬一
委　員　　愛知産業大学短期大学　国際コミュニケーション学科　教授　　三苫　民雄
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●岡崎大学懇話会とは・・・
　目　　的：岡崎を中心とする地域における産学官協調活動による地域・産業の活性化推進
　構　　成：岡崎市内にある 7大学
　　　　　（愛知学泉大学・愛知学泉短期大学、愛知産業大学・愛知産業大学短期大学、�
　　　　　　人間環境大学、岡崎女子大学・岡崎女子短期大学）
　設　　立：平成 9年 11 月
　主な活動：地域における産学官民協調活動
　　　　　　　・今日、岡崎地域が抱える課題解決のための研究
　　　　　　　・地域活性化フォーラムの開催
　　　　　　　・学生フォーラムの開催
　　　　　　　・大学懇話会所属の先生方の研究実績等の情報発信
　　　　　　　・産業・企業活性化支援等を目的とした相談事業の実施　など

岡崎大学懇話会では、地域・企業の皆さまの課題解決に向け、活動しています。
それぞれの大学の特性をいかし、様々な分野で連携させていただきますので、
ご希望の方は事務局まで、ぜひご連絡ください。

地域活性化研究
第24号

令和 7年 9月 19 日　発行

編　集　『地域活性化研究』編集委員会
発　行　岡崎大学懇話会
　　　　事務局 岡崎女子大学・岡崎女子短期大学
　　　　〒 444-0015　愛知県岡崎市中町 1-8-4
　　　　TEL  0564-22-1295（代表）　FAX  0564-28-3310
　　　　URL  http://www.okazaki-u.ac.jp/
　　　　E-mail   dsomu@okazaki.ac.jp

この冊子は、「岡崎市役所」、「特定非営利活動法人２１世紀を創る会・
みかわ」の協力により作成されました。


